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アジアの都城のモデルとしては古代インドモデル、古代中国モデルが知られている。筆者は（その１）

の発表論文の中で、ビルマ王国の王都の分析により、これまでに知られていた方形の各辺に3門を持つマ

ンダレーモデルに加え、ペグーなどの歴史的王都にみられる各辺に5門を持つペグーモデルが提起しうる

ことを述べた。 

本論文（その２）では、1）トウングー、2）ペグー、3）シュエボーの3つのビルマ王国の歴史的王都の

分析により、方形の各辺に5門を持ち、同心周帯の土地利用、東向き軸性をもつペグーモデルを提起する。

また、マンダレーモデルとペグーモデルの二つのビルマ王国に特有の都城モデルの歴史的変遷を概観する

ことにより、ビルマにおける都城モデルの系譜について論じる。二つのビルマの都城モデルは、古代イン

ドモデルのサブモデルとして位置付けられる。 
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1. はじめに 

(1) 背景 

アジアの都城のモデルとしては古代インドモデル、古代中国

モデルが知られている。筆者は先行研究においてイギリス

による植民化以前のビルマ王国（現ミャンマー）最後の

王都であるマンダレーの空間構造の分析から、マンダレ

ーモデルと呼ぶべき都市モデルを提示した1), 2) また、別

の先行研究では、マンダレーモデルのビルマ歴史的王都

への適用性を検討した3),。さらに本研究発表会の（その

１）の発表論文の中で、ビルマ王国の王都の分析により、

マンダレーモデルに加え、ペグーなど複数の歴史的王都

にみられる各辺に5門を持つペグーモデルが提起しうる

ことを述べた4)。  

(2) 先行研究 

a) アジアの都市モデル 

アジアの都市モデルに関しては、二つの特徴的な都城

モデルが提示されている。応地利明による古代インドモ

デルと古代中国モデルである5)。 

古代インドの都城のモデルは、B.C.2世紀からA.D.4世

紀にかけて書かれた文献で都城の建設に関する記述が含

まれるアルタシャストラなどによる。Kirkによれば、ア

ルタシャストラの都城とは下記のようなものである。理

想的には、都城は、幾何学的な形状―通常は方形―をも

つ、とされ、通年枯れることのない水源により補給され、

ワニが放たれた複数の濠とレンガ造の壁をもつ土塁に囲

まれている。方形の各辺には3つの門が建造され、これ

らを結ぶ3本の道路が東西および南北に走り、城内を16

の区画に分割する、王宮は、その中庭を含め、中央北側

の二つの区画を占める6) 。 

古代中国の都城モデルは、B.C.3世紀ころに編纂され

た「周礼考工記」および8世紀に編纂された「礼記」に

由来する。考工記では都城を方形で、辺の長さが9里

（約3.6キロメートル）、各辺に3門を有すると規定して

いる。中央には王宮があり、祖廟を左側に、社稷を右に

有し、（王宮の）前に朝廷、後に市を配する7)。「礼

記」は北が最も重要な方角であるとし、皇帝は南を向い

て座り、宮廷はその南に、市は北に配置されている8)。 

古代インドおよび中国モデルの概念図（応地による）

を図 1に示す。両者は方形の都城を城壁が取り囲み、各

辺に 3門が配置されている点が共通する。しかし、両者

には少なくとも 2つの相違点がある。第一の相違は、古
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代インドモデルは同心円的な構造をもち、特定の方位に

よらない i]が、中国モデルでは君子南面といわれるよう

に宮城は南を向き、中央部の南北のベルト上の軸性があ

る。朝鮮半島や日本など、古代中国モデルの影響を受け

た都城の多くは南北の軸性が認められる。第二の相違は

中央に配置される施設である。インドモデルでは寺院な

どの宗教施設が占めるが、中国モデルでは王宮である。 

b) ビルマの都市モデル 

ビルマにおける都城については、筆者のマンダレーに

関する先行研究9), 10)において、ビルマにおいて、古代イ

ンド、古代インドモデルなどに類似した都市モデルが存

在するのではないかと推測され、そのモデルについて空

間構造、軸性、土地利用およびサイズの面から検討し、

マンダレーモデルを提示した。マンダレーモデルの特徴

の一つは東向きの軸性である。 

筆者が先行研究で提示したマンダレーモデルを図2に

示す。提示されたモデルは、インドおよび中国のいずれ

のモデルとも類似点があるが、ビルマに特徴的であるの

は東向きの軸性である。インド、中国モデルの比較対比

を表1に示す。 

(3) 本研究の目的 

本論文（その２）では、1）トウングー、2）ペグー、

3）シュエボーの3つのビルマ王国の歴史的王都の空間構

造、土地利用、軸性などの分析により、方形の各辺に5

門を持つペグーモデルを提起する。また、マンダレーモ

デルとペグーモデルの二つのビルマ王国に特有の都城モ

デルの変遷を概観することにより、ビルマにおける都城

モデルの系譜について論じる。 

 

出典: 応地 (2003), P.203   注：凡例英訳は筆者による. 

図.1 古代インドモデル（左）および古代中国モデル 

（応地による） 

表 1 インドおよび中国モデルの比較 
項目Item 古代インドAncient India 古代中国Ancient China 
基本構想 
Basic Plan 

同 心 周 帯  Concentric 
circumambient belts 

南北縞帯 
North-south linear belts 

等方性 Isotropic 非等方性 Non-isotropic  
(南向き軸性Southward axis) 

基本形態 
Shape 

方形Square 方形Square 
旁三門 
Three gates on each side 

旁三門 
Three gates on each side 

十六街区Sixteen blocks 十六街区Sixteen blocks 
核心施設 
Central 
facility 

中央神域Temple 中央宮闕Palace 

宗教施設 
Religious 
facility 

中央神域に包摂 
Included in the temple in 
the center 

左祖右社 Mausoleum on the 
left (East);Shrine on the 
right (West) 

官衙・市 
Administra-
tion and 
Commerce 

中朝外市 
Court in inner belt; 
Commerce in outer belt 

前朝後市 
Court in the front belt; 
Commerce in the back belt 

民間住居 
Residence 

外囲民廛 
Outer belt 

左右民廛 
East/West ends 

出典:応地P89、表１（筆者が英訳）、 
 

 

凡例 

出典：筆者（Yamada 2019b） 
 

図2 先行研究で提示した

マンダレー（3門）モデル 

2. ペグーモデルの検討 

本章では、その１論文第4章において示唆された、各

辺に3門を有するこれまで知られていたモデルに加え、

歴史的王都ペグー他の歴史的王都の分析により提示され

る各辺に5門を有する新たなモデルについて、(1)空間構

造、(2)軸性、(3)土地利用の面から検討示する。検討対

象は、トウングー、ペグーおよびシュエボーの３つの歴

史的王都である。なお、ビルマ王国の王都に関する歴史

的背景は、その１論文の第２章に記述している。 

(1) 空間構造 

a) ペグー 

 ペグーは、もともとMonが多く居住する地域にあった

が14世紀にはPegu王国の王都となった。この時のPeguは

Shwe Mawdaw Pagodaの東側のひし形に近い不定形の都城

であった。その後、Bayinnaung王が旧王都の西側に方形

の新都を建造した。図3にペグーの新旧の王都およびそ

の周辺を示す11)。 

Bayinnaung王のペグーの図（その1論文図7参照）を見

ると、王都はやや南北に長い方形であり、外側を濠が囲

む。方形の各辺にそれぞれ5門が配置されており、それ

らの門を道路が結んでいる。すなわち、5本の大通りが

東西と南北を結んでおり、このことから、王都は大きく

縦横でそれぞれ6分割され、さらに、2本の大通り挟まれ

るブロックは、その中間で街路で分割されている。すな

わち東西と南北がそれぞれ9本の通りにより10分割、全
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体でみると10ｘ10、すなわち100のサブブロックに分割

されている。このように、5つの門とその中間の道路に

より、各辺が10に分割されているのが、5門モデルの基

本形である。 

また、王都の中央部に、サブブロックで4x4ほどの大

きさの王宮があり、四方を壁に囲まれている。Chottima

は王宮内の建物の配置図を掲載している（図4）。王都

のほぼ中心、王宮の西端に置かれたのが大謁見棟

（Great Audience Hall）と呼ばれる王宮で最重要な建物

であり、9層の屋根を持つ伽藍があり、その中央真下に

は、いくつか設けられる王座の中でも最も重要な、「獅

子の王座」が据えられた12)。大謁見棟の東側には、北棟、

南棟と呼ばれ、王の臣下と軍関係者を収容する二つの建

物が平行して置かれている13)。大謁見棟と北・南棟は東

に向かいU字を構成するように配置されている。また一

群の建物の東側には壁に囲まれた閉鎖空間があり、王の

居室に加え、王妃、王室関係者の小規模な建物からなる

居住区がみられる。 

b) トウングー 

トウングーの空間構造は未解明の部分が少なくない。

Chotimaによれば、図5に示すように、方形の各辺には5

門ずつ、全部で20門があり、北から南と西から東に各門

を繋ぐ道路が（東西5本、南北5本の）合計10本通ってい

た、としている14)。  

他方、Kan Hlaは北および南辺にはそれぞれ5門、東

と西辺には3門が設置されたと、Chotimaとは異なる推測

している15)。本論文では、Chotimaが提示する空間構造が

具体的かつ理路整然と整理されていることから、これに

依る。 

c) シュエボー 

シュエボーの空間構造を解明するのに役立つ資料の一

つに、Langham-Carterの論文がある16)。そこにはシュエ

ボー内城の平面図のスケッチが掲載されている（図6）。

これをみると、シュエボー内城は市壁によって囲まれ、

東側に5門、北に2門、西および南にそれぞれ3門がある

ことが解る。内城の中央やや北側に、柵（Stockade）が

囲む長方形の区画があり、その内側に内壁に囲まれた王

宮が配置されている。ビルマ王国の王都では、門は内城

の内側に繋がるように配置されるが、シュエボーの場合

は、東側最北端の門であるHalin Gateは王宮内部の空間

へつながるのではなく、城壁の外側に作られ、王宮の外

側を通り西側の城外に繋がっているii]。 

(2) 軸性 

軸性（orientation）とは、王都がどの方向を向いて

構成されているかを指す言葉である。軸性は、主たる建

物の方向や王都の主たる門の方向などにより判読される。

筆者の先行研究で、マンダレーを始めとするビルマ王国

の王都にはマンダレーに代表されるように、東向きの軸

性を持つものが多いことが明らかになっている。 

a) ペグー 

 ペグーの軸性については議論が分かれている。Aung-

Thwinは、王宮で最も重要な獅子の王座およびMyenan

（土で固めた王宮の基礎）の方向は、創建当時は西向き

であったが、1990年代から2000年代の王宮再建の際に東

向きに変えられた、としている。これは、西向きという

不都合な特性を回避するためにそうされたようだv]、と

推測している18)。 

  
 
 
 

Notes 1: Palace 2: Royal City 
of King Bayinnaung 3: Shwe 
Mawdaw Pagoda  4: Shwe-
aung-ywe Pagoda 5: Former 

Royal City 6: Pegu River 
出典: Chottima P.A-46 

 
 
 

図3  Pegu王都および周辺 
 

 
Note 1: The Great Audience Hall 2: North Building 3: South Building 

出典: Chottima P.A-47 

図4 16世紀の Pegu王宮の配置図 
 

 
出典: Chottima P.A-48: Redrawn by Chottima  

図5 Toungooの配置図 
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出典: Langham-Carter, P13. 

  

図6 Shweboの配置

図 

他方、Chotimaは図4に示した王宮の建物配置図をもと

に、王都のほぼ中心に位置する王宮最大の建物である謁

見棟の中央に、最も重要な王座である獅子の王座が据え

られ、賓客はその東側の建物に通されたと考えられ、王

座はおそらく東向きであったと推測している19)。たしか

に配置図をみると、謁見棟の西側には建物がないことか

ら、王座が東向きであったとの推論は理に適う。 

また、重要な点は、門につけられた名前である。すで

に述べたようにペグーには各辺に5門、全20門があった

ことが知られているが、東側の5門の中央の門は「トウ

ングー門」と呼ばれた20)。ペグーはトウングー王朝の王

都として建造されたことを考え合わせると、王宮の正面

に位置する東側中央の門に王朝の本拠地の名前を付けた

ことは、その軸性の重要性を示すものと思われる。 

 こうした点から、本論文においては、王宮は17世末の

創建当時、東向きの軸性をもっていたと推論する。 

b) トウングー 

 トウングーについて、Thaw Kaungはトウングーの各辺

5門、計20の門のうち、Aungnan門と呼ばれる東門がメイ

ンの門である21)、とし、王都が東向きであったことを示

唆している。 

ç）シュエボー 

図6の王宮配置図からシュエボーの軸性を解明するこ

とができる。Langham-Carterは、王宮は中心部に位置し、

謁見の間は王宮の東端にあり、そこに上る階段が設けら

れていたと記している。その配置について、「（19世紀

前半の訪問者の）Baker大尉は、通りから東の門を通り、

柵（stockade）の東側の門を通ると、謁見の間で待つ王

がみえた22)」としている。すなわち王宮の東側の門から

城内に入り、そのまま柵の門を通ると謁見の間に至るこ

とは、図からも確認できる。こうした点から、シュエボ

ーの王宮も東向きであったことが解る。 

(3) 土地利用 

古い時代の王都の土地利用に関するデータは限られて

いる。5門モデルの適用対象の3王都の中では、ペグーに

関するデータがある。本項では、ペグーの分割されたブ

ロックごとの土地利用および主要施設の配置について論

じる。 

ペグーの土地利用に関するデータは、現地の旧王宮の

復元建物にある王宮博物館において展示されていた、16

世紀後半のペグーの図である。この図には、王都のブロ

ックごとの利用形態が記載されている23)（図7）。この

図に記載されている土地利用の細目を、3つの機能に分

類した。第一に王宮系（Court）機能で、大臣や知事に

加え、王宮の運営に携わる召使（Servant）などである。

第2は居住系機能で、王子、親族などの王族の家屋と議

員、知事などの公僕、加えて宗教施設がこれにあたる。

第3は用務系機能で、食糧庫や護衛、配送、厩舎、象舎、

兵舎などが含まれる。 

1) 宮廷系/Court: 大臣/Minister (various)、知事/Local 

Commissioner、同志/Comrade、護衛/ Guard 、召使

/Servant 

2) 居住系/Residential 

a) 王族/Royal Family: 王子/Prince, 親族/Relatives 

b) 公僕/Officer: 議員/Parliament Member 

c) 宗教/Religion: 寺院/Pagoda 

3) 用務系/Utility:食糧庫/Granary、弾薬庫/Artillery、

配送/Courier、厩舎/Horse、象舎/Black Elephant兵舎

/Solidier; Indian Solidier; Worrior; Trooper 

これらの区分により、ペグーの土地利用を整理すると

図8のようになる。これをみると、ペグー王都の土地利

用は内側から外側に向かう帯状の、同心周帯と呼ばれる

形態をとり、宮廷系の機能は王宮に隣接する王都内側に、

また用務系機能は王都の外周に近い外側に多く配置され

ていることが解る。 

(4) ペグーモデルの提示 

これまでの検討により、ビルマ王都には、筆者の先行

研究で明らかにした方形の各辺に 3 門がある「3 門モデ

ル」に加え、方形の壁に囲まれ、各辺には 5門があり、

それらをつなぐ道が 5本づつの通りがブロックを区分す

る「5 門モデル」があることが解った。本論文では、そ

のモデルの特徴を、ペグー、トウングー、シュエボーの

空間構造、土地利用、軸性を検討した。 

これらの特性を集約し、ペグーおよびビルマ王都の新

たな都市モデルとして生成したのが図9である。また、

先行研究において提示した各辺 3門モデルと、本論文で

提示した各辺 5門モデルの比較を表 4に示した。 

3．討議 

(1) ビルマ・モデルの系譜 

ビルマ王都のモデルは、先行研究で提示したマンダ

レー（3 門）モデルと、本論文で提示したペグー（5

門）モデルがあることが解明された。本項では、ビルマ

王国における都市モデルの全体像について、これら二つ

のモデルを含めた都城モデルの系譜として論じる。 

1) マンダレー（3門）モデル 
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マンダレーモデルは、ビルマ王国最後の王都である

マンダレーの空間構造の分析により提示された。このマ

ンダレーモデルは、どのような経緯で形成されたのであ

ろうか。 

マンダレーの王都を建造したミンドン王は、マンダ

レーに先行する二つの王都、すなわち 1782 年のアマラ

プラ創建と、1763 年のインワ再建の事例を参考にせよ、

と命じている 24)。このことから、マンダレー王都は、

直近の王都アマラプラと、その前の王都であるインワが

モデルとして意識されていたことが理解される。 

それではインワは、何をモデルに建造されたのだろ

うか。インワはビルマ王国の最後から3番目の王都とし

て 19 世紀中ごろまで王都の地位にあったが、その創建

は 14 世紀に遡ることはすでに述べた。すなわちインワ

はおよそ500年間ほど、幾度もの再建・遷都を経験しつ

つ王都として維持されたことになる。 

インワの創建は 1364 年になされ、これはバガン王国

が滅亡した1287年から80年あまり後のことである。そ

の後インワは 16 世紀末まで、ビルマ内陸に勢力を持っ

たアワ王国の王都として維持された。この時代、ビルマ

は上ミャンマー^のアワ王国と海岸に近いペグー王国が

勢力を競ったが、17 世紀初めにトウングー王国がビル

マを統一し、統一王国の王都はトウングーへと移った。

トウングー朝においても王都はトウングー、ペグー、イ

ンワの3か所を変遷し、インワは17世紀から18世紀に

かけて2度、王都となっている。また、ビルマ最後の王

朝であるコンバウン朝においても、インワは2度にわた

って王都となっている。 

 

 
出典: Kambawzathadi Palace & Museum, 布野, 153, translation to English by the Author. 

図7 ペグー王都の土地利用 

  

 

出典:  Kambawzathadi Palace & Museum, 布野, 153, analysis of land use by the Author. 
 

図 8 ペグー王都の土地利用分析 
 

 

 

 

 

出典:  筆者 

 

 

 

図 9 本論文で提示するペグー（5 門）モデル 
 

表 4 マンダレーモデルとペグーモデルの比較 
項目 Item ビルマBurma 

マンダレー（3門）モデル 
(Mandalay, Inwa & Amarapura) 

ペグー（5門）モデル 
（Pegu, Toungoo & Shwebo） 

基本構想 
Basic Plan 

同心周帯 Concentric circum-
ambient belts 

同心周帯 Concentric cir-
cumambient belts 

非等方性 Non-isotropic 
(東向き軸性Eastward axis) 

非等方性 Non-isotropic 
(東向き軸性Eastward axis) 

基本形態 
Shape 

方形Square; 濠with a Moat 方形Square; 濠with a Moat 
旁三門 
Three gates on each side 

旁五門 
Five gates on each side 

十六街区Sixteen blocks 三六街区Thirty-six blocks 
核心施設 
Central facility 

中央宮闕Palace 中央宮闕Palace 

宗教施設 
Religious 
facility 

左祖右社 Mausoleum on the 
left (North); Shrine on the right 
(South) 

不詳 Not clear 

官衙・市 
Administration 
and Com-
merce 

中朝外役 
Court in inner belt; 
Utility in outer belt 

中朝外役 
Court in inner belt; 
Utility in outer belt 

民間住居 
Residence 

中周民廛 
Intermediate belt 

中周民廛 
Intermediate belt 

出典:著者 
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こうした長い王都としての歴史の中で、インワの内

城は少なくとも 3 度の再建を経験している。1 度目は

1597 年、ニャウンヤン王の治世下、2度目はシンビュー

シン王治世下の 1763 年、そして最後はバジドー王治世

下の 1832 年である 25)。インワが創建当時からマンダレ

ーモデルと呼ばれる各辺3門の都市モデルによって建造

されたのか、あるいは３度の再建のいずれかの際になさ

れたのかは、今後の検討を待つ必要がある。ただし再建

をされた内城の位置は大きく変化しておらず、おそらく

空間構造も大きな変化はなかったのではないかと推測さ

れる。 

バガンの王都が各辺 3 門を持つことから、マンダレ

ーモデルの最古の適用事例と考えられる。バガンの創建

は849年（あるいは850年）とされるが、創建したのが

どのような民族か（ShanあるいはMonか）といった点は

解明されていない。また創建当時の空間構造を論じるた

めの資料も乏しい。こうしたことから、各辺3門の空間

構造が創建当時から供えられた特性であるかどうかは、

今後の検討を待つ必要がある。 

なお、バガンは 11 世紀に全土の統一を果たすが、Kan 

Hla によれば、その統一王朝治世下の 1084 年には

Tharabar門の再建がなされ、その際に城壁も一部修復が

なされた、としている 26)。後に繋がるビルマ王国の都

城建設のモデルとしてバガンが建造されたのは、この時

であったのかもしれないが、この点も今後の検討が必要

であるiii]。 

2) ペグー（5門）モデル 

他方、四辺形の各辺に 5 門を有するペグーモデルが

ビルマ王国に登場するのは、王都トウングーが最初であ

る。トウングーはビルマの南東部、シッタン川沿いに立

地し、バガンの滅亡とほぼ同時期、1280 年に創建され

た。南部地域を支配するタイ族から逃れるビルマ人が多

く移り住んだ都市である 27)。 

トウングーが実現した各辺 5 門の都市モデルを引き

継いだのはペグーである。ペグーには 14 世紀中ごろに

Mon 族によって建造されたが、これは 16 の角を持つ多

角形の城壁をもつ都城であった。正方形の都城の各辺 5

門の都市モデルが用いられたのは、バインナウン王が王

都をトウングーから移すために 1553 年に建造した新都

においてである。 

なお、ビルマ王統史の一つである 16 世紀に編纂され

たバインナウン王の半生を記載するハンタワディ・シン

ビューシン王統記(Hanthawaddy Hsinbyushin Ayedawbon)

では、バインナウン王の功績であるペグーの王都に

ついて 20 の門や主要な建物の名称を記載し、さらに

「ペグーは、三重の城壁をもち、トウングーとアユ

タヤの王宮をモデルにした iv]」、と記している 28) 。

アユタヤは 1351 年に創建されたタイの都城であり、四

方を川と運河に囲まれている 29)。バインナウン王はタ

イを攻め、チェンマイやアユタヤを陥落させている。た

だし、アユタヤからトウングーあるいはペグーへの影響

については、王統記の記載は具体性に掛ける面もあり、

さらに検討する必要があろう。 

その後、各辺5門を有するペグーモデルを継承するの

は、コンバウン朝をスタートしたアラウンパヤ王が

1752 年に創建したシュエボーであった。アラウンパヤ

王は、イラワジ川西岸、後のシュエボーのすぐ西にある

モクソボという村の出身であり、トウングー朝末期にイ

ンワ王国のチーフとして仕えた。シュエボーは王のふる

さとに遷都した都城である。 

このように、各辺5門のペグーモデルは、トウングー、

ペグー、シュエボーと継承され、ビルマ王国の王都のモ

デルとして確立された。 

(2) ビルマモデルの性格・位置づけ 

筆者の先行研究では、マンダレーマモデルが、古代イ

ンド、古代中国それぞれのモデルと一定の類似点と相違

点を持っていることを示した。本論文では、ビルマにお

ける都市モデルと呼ぶべきものは単一ではなく、少なく

とも「3門モデル」と「5門モデル」の二つがあることを

示した。先行研究ではビルマの都市モデルの性格につい

ては深く議論されていなかったので、この点を本項で議

論する。 

ビルマが古くからインドの影響下にあったことはよく

知られる。Cœdèsは、ピュー王国において二つの仏教の

部派があり、一つは上座部でこれはパーリ語を用い、も

う一つは根本説一切有部で言語はサンスクリットを用い

た。11世紀になると上座部の教えを配下のビルマ人に布

教することが認められ、バガンにおいて上座部の基盤が

固まった30)。以降、ビルマ王国はコンバウン朝の終わり

まで上座部仏教の教えを信奉している。このことから、

ビルマ王都の建設についても宮廷において共有されてい

たインド由来の知識が活用されたものと思われる。 

そのことの証左の一つして、18世紀中ごろにシュエボ

ーを創建したアラウンパヤ王が古代の都がどのように建

造され、また新たな王朝において王がなすべきことを賢

者に尋ねたという場面が、ビルマ勅令集にある。王は、

占星術やマントラの掲示、ビシュヌやアスラなどインド

神話の神々の象を掲げることに加え、王都が宇宙を模し

て造られ、宇宙の中心に位置するメール山を表象する中

央の塔が王都の中央に聳えること、と助言されている31)。

このことからも、ビルマ王国においてインドに由来する

都城モデルが意識されていたことが解る。 

11世紀中ごろから広がった上座部仏教は王都のモデル

に影響を与えたと思われる。Cœdèsは12世紀はビルマに
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おいてはパーリ語の文献が多く書かれたことなど、文化

的な進展があったとしている32)。上座部仏教では、悟り

をひらいたとき、仏陀は東を向いて座していたとされる
33)。ビルマモデルにみられる東向きの軸性は、このこと

と関連付けられと思われる。 

これと対照的に、ビルマと中国との関係は主として交

易を中心とするものや競合の関係であった。現在の中国

雲南省のあたりにあった南詔がピューを攻撃したことは

すでに述べた。バガン王国の最後のころは、中国を逃れ

たモンゴル王の攻勢にさらされていた34) 。中国との外交

関係が樹立されるのは1769年のカウントン条約以後のこ

とで、1787年から1823年までに外交使節の交換が行われ

た35)。 

20世紀初頭のマンダレーに関する文献には、マンダレ

ーの計画を中国の影響とするものがあった36)。また、

Duroiselleはこれを受け、より具体的にマンダレーは1264

年にフビライ汗が建造した首都・北京をモデルにしたと

記述した37)。しかし、近年はこうした論説は否定されて

いる。Mooreは「マンダレーの先行事例として、ミャン

マーのよく知られる都城であるトウングーやアワ（イン

ワ）、アマラプラなどの特徴が挙げることができ、中国

のプロトタイプと関係づける必要はない38)」とした。ま

た、大野は、マンダレーの王都は従来からのビルマの王

都であるアワやアマラプラをモデルに計画された、とし

ている39)。 

インドで蓄積された都城の建設に関する知識はビルマ

王国の朝廷において共有・研究されていたと思われるこ

とから、ビルマモデルは古代インドモデルを踏襲したも

のと思われる。したがって、ビルマモデルは古代インド

モデルの下に位置付けられ、一定の地域固有の要素が加

えられたサブモデルの一つとすることが適切と思われる。 

本論文では、ビルマモデルのもう一つの類型としてペ

グー（5門）モデルを提示した。布野によれば、5門モデ

ルはマーナサーラにおいてウグラビータと呼ばれるもの

である39)。ウグラビータは、正方形を6x6分割するもの

であるが、布野はメール山の頂上の配置を示すBrauenに

よる図を示している40)（図10）。この図では32の小方形

と中央の4区画を占める王宮を合わせて33の神々と重ね

ており、これはシュリクシェトラの構成とも類似するも

のである。シュリクシェトラに見られるヒンズー・仏教

的な宇宙観を5門モデルが引継いだとの推測も可能であ

ろう。 
(3) 近隣地域の他のモデルとの関係 

提示したビルマの3門、5門モデルはインドシナ半島な

ど、近隣地域における唯一のモデルではないものと思わ

れる。ビルマ王国との競合関係がよく知られているアン

コール王国は、アンコールワット、アンコールトムなど

の都城を建造している。アンコール王国衰亡のあとはカ

ンボジア王国がウドン、プノンペンなどの王都を建造し

ている。タイではスコタイやアユタヤに続いてトンブリ、

ラタナコシン（現在のバンコク）が建造されている。北

地ではランナー王国の王都としてチェンライ、チェンマ

イが建てられている。ラオスではランサン王国がルアン

プラバン、ビエンチャンを建造した。ベトナムでは阮朝

の王都としてフエ、サイゴンがインドシナ半島の近隣地

域の都城との関係がある可能性があろう。 

これらの都城の空間構造について、古代インドモデル、

あるいは古代中国モデルとの関係について今後研究が必

要であり、地域ごとのサブモデルの関係性もこうした研

究から明らかになることが期待される。 

6. 結論 

本研究は、その１研究と併せて、植民地化以前のビル

マ王国の歴史的王都の都城モデルを明らかにすることを

目的に行った。本論文の結論を以下に述べる。 

 ビルマ王国の王都モデルは、先行研究において提示

されたマンダレーモデルと、本研究で示されたペグ

ーモデルの、少なくとも 2 つのサブモデルから構成

される（図11）。 

 本論文で提示したペグーモデルは、歴史的王都のう

ち、トウングー、ペグー、シュエボーの 3 つにみら

れ、方形の各辺に 5 門を有し、同心周帯の土地利用

パターンと東向きの軸性が見られる。 

 ビルマの都城モデルの系譜は、マンダレー（3 門）

モデルがバガンからインワ、アマラプラ、マンダレ

ーと継承され、他方ペグー（5 門）モデルはトウン

グーで最初に使われ、ペグー、シュエボーへの継承

された。すなわち二つの都城モデルがバガン朝以降、

ビルマ王国の歴史的王都に順次、継承された。 

 ビルマへのインドおよび中国の影響の検討により、

ビルマ王国の王都は主として宮廷で共有されていた

インドの都城モデルの知識に即していると考えられ

る。したがって先行研究のマンダレーモデル、今回

示したペグーモデルは、いずれも古代インドモデル

のサブモデルと考えるのが適切と思われる（図 12）。 

 ビルマの都城モデルは、近隣国であるタイ、カンボ

ジアなどの都城とも関連が深く、これらとの対比も

今後の課題である。 
 

 

 

 

 

出典: 布野 P.153, 

Brauen 1997原図. 

 

 

図 10  須弥山周辺
の概念図 
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出典:  筆者    

図 11 ビルマ王国の王都モデルの系譜 

 
Notes  A1:  India 

model and its influence  
(by Ohji) 

A2: China model and its 
influence (by Ohji) 

B: Burma model(s) (by 
the Author) 

出典:応地,529をも
とに筆者が加筆 

 
図12  古代イン
ド、古代中国モデ
ルの影響範囲と
ビルマモデル 

脚注 
i] 古代インドモデルにおいて一定の方位の優先が見られることがある。

応地はヒンドゥー・インドにおいて東をもって最尊とする方位感があ

るとしているが、それが都城の内部編成において方向的偏りをを生み

出すことはない、としている[応地2011, 88]。 
ii] シュエボーの門数について、ビルマ王国の勅令を編纂した Royal 
Orders of Burma では、シュエボー創建の際に、12 の門に名札を掲げ、
城壁の建造が完了した 17)、とあり、城外を結ぶもっとも北の１つを除
外すれば東側は 4 門となり、東西南北の門数が４、２、３，３と合計
12となる。この点をみると、シュエボーは各辺3門、合計12門のマン
ダレーモデルの変異したプランとみることも可能と思われる。この点
もさらなる検討が必要である。 
iii] バガンとインワに共通する特性がみられる。バガンとインワの都城
は、ともにやや東西が南北に比べて長い、長方形に近い方形であるこ
とを指摘することができる。 
また、インワは広い平坦な地勢に恵まれているいるものの、の王都、
すなわち内城はその北東で、北面にイラワジ川、東面をイラワジ川支
流のミッティンゲ川と、2 面を水面に接する角地に形成されている。バ
ガンの場合は、北側と西側をイラワジ川が流れており、南および東に
向かって平坦な地勢が広がっているが、王都は川に 2 面を接する角地
に置かれている。バガンとインワは東西を軸に裏返したような配置に
なっている。 
iv] ハンタワディ・シンビューシン王統記がどのような観点でアユタヤ
がビルマ王都のモデルになったと記載したのかは、引用文献には説明
されていない。アユタヤは 4 面を川や運河で囲まれるタイに特有なス
タイルの王都であるが、そうした点はトウングーやペグーでは共有さ
れていない。引用文献にある三重の城壁とは、おそらく城壁と濠によ
り囲まれる王都、宮殿や謁見棟などをもつ王宮、そして王や家族のプ
ライベートな空間である宮殿の3つの城壁を指すと思われる。 
 v]ビルマ王国の王都、王宮は東向きが多く、またビルマ語では東は

「表」、西は「裏」という意味を持つ。こうしたビルマ伝統的な解釈

に反する西向きが不都合と考えられたため、再建の際に変更された、

という推測である。 
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